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調和解析では, 調和測度と境界上の Hausdorff 測度がどのような関係
にあるかというテーマが古くから研究されている. 特に複素平面内の単

連結領域上の調和測度に関する Makarov の定理や, Lipschitz 領域上の場

合の Dahlberg の研究が良く知られている. また, 比較的最近では $L^{\infty}$ 係

数の一様楕円型偏微分作用素

$\sum_{i,j=1}^{n}\frac{\partial}{\partial x_{j}}(\mathit{0}_{ij},(x)\frac{\partial}{\partial x_{i}})$

から定義される調和測度について R. Fefferman, Dahlberg, Kenig, ら力]
$\backslash \backslash$

多

くの結果を得ている ([1] 参照). こういった研究を楕円型であるが境界の
すべての点で楕円性が退化している場合に拡張することは興味深い. な
ぜそれが興味深いかを説明することからはじめたい.
一変数関数論では, たとえば単位円板上で成り立っているポテンシャ

ル論的な性質が , 等角写像あるいは擬等角写像でどのように変化するか
を調べることがある. これは等角写像, 擬等角写像の境界挙動の研究と
密接に関連している. たとえば $\mathrm{h}\prime \mathrm{I}\mathrm{a}\mathrm{k}\mathrm{a}\mathrm{r}\mathrm{o}\mathrm{v}$ の定理は調和測度に関するもの
であるが, それは等角写像と関連した Bloch 関数の境界挙動を調べるこ
とにより証明された. 一変数関数論のこの問題意識を多変数に一般化し,
$C^{n}$ 内の強擬凸領域を双正則写像で別の領域に移したとき, もとの領域で
成り立っていたポテンシャル論的な性質がどのように変化するかをみる
ことは興味深い. しかしこの一般化に際しては一変数にはない多くの問
題が生ずる. たとえば双正則写像の境界挙動は, 比較的単純な場合です

ら難しい問題を多く含んでいる ([2], [3]).
ところで多 (複素) 変数の場合, しばしばユークリツド・ラプラシアン

で{まな $\langle$ , Bergman ラプラシアンが意味をもってくる. たとえば Szeg\"o

射影の $H^{1}$ 有界性や正則関数の境界挙動を考えると自然にそれが見えて
くる. そこで, たとえば単位球あるいは強擬凸領域上の Bergman ラプラ
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シアンに関する調和測度が双正則写像で別の領域に写ったときに, 写っ
た領域の境界上の Hausdorff 測度どの関連を調べることは興味深い. お

そらくそれは双正則写像の境界挙動を調べることにも役だっのではない
かと考えられる. しかしこういったことを何の準備もなしに考えること
は筆者には難しいように思える. いくつかの準備的な研究が必要である.
その一つとして今回の講演では, 負曲率多様体上の楕円型偏微分作用素
の調和解析について述べた. (よく知られているように Bergman ラプラ
シアンを定義する Bergman 計量は単位球ではその断面曲率は負であり,
また強擬凸領域でも境界の近傍では負になっている ([4]) $)$ .

本講演では, まず負曲率多様体上のポテンシャル論に関する Anderson,
Schoen, Ancona らの結果を紹介した. それは無限遠境界の Harnack不等
式, Martin コンパクト化と Eberlein と $\mathrm{O}$ ’Neill の幾何学的なコンパクト
化の同相性に関するものである. ([5], [6])
その後, 筆者 ([7]) が導入した admissible convergence が Anderson と

Schoen の nontangential convergence と同{直であり, また筆者が条件付で
証明した $H^{1_{-}}BMO$ 双対性 ([8]) が条件なしでも成り立っという Cifuentes
と Koranyi の二つの結果 ([9]) を紹介した. Cifuentes と Koranyi のこれ
らの結果は負曲率多様体上の調和解析の研究を進める上で非常に重要な
ものである.

次に負曲率多様体上の Carleson 測度ならびに調和関数の $L^{\infty}$ 勾配評価
について述べ, 多様体上の Bloch 関数論について述べた. これらは [10]
の結果の紹介である. 詳しくは [10] を参照してほしい.
負曲率多様体上の調和解析の研究 (特に実解析学的な観点からの研究)
はまだ始まったばかりであるが, さまざまな観点から重要なテーマであ
ると思われる.

ところで非正曲率の場合はさらに興味深い. そのような多様体上の調
和解析は多重パラメータ実解析を昇華させたものとして実現可能である
はずだが, 多重パラメータ実解析では各種被覆定理が成立せず, 未だに
問題点を多く抱えている. 確率論的方法に訴えれば被覆定理は必要なく
なるものの, 多重パラメータの確率過程を解析する必要が出てくる. 被
覆定理に関する問題点は, 停止時間がないという難点にすりがわって現
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